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Fig. 19 Multi-Load Path 

 

4.3 側面衝突性能 

SKYACTIV-BODYの思想の反映によりNo.3クロスメン

バは閉断面とし，多稜線化によるサイドシル間の結合強化

を行った。更に，先代デミオでは2本あったフロントフロ

アのクロスメンバを統合し，最も効率のよいBピラーの根

元に配置することで，目標性能を落とすことなく，2.3kg

の軽量化を実現した。 

またBピラーには，新たに技術開発した高強度発泡充填

材を採用した（Fig. 20）。これは，側突バリアが侵入す

る際に最も応力がかかるベルトラインを補強し，衝突荷重

を部材の広い範囲に分散させることで局部座屈を抑えるこ

とが可能で，スチールでの補強比で1.0kgの軽量化を実現

した。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 20 High Strength Structural Foam 

 

4.4 後面衝突性能 

クラッシュスペースが限られるコンパクトカーでは一般

に高速後突の対応が難しく，また一般的にリヤサスがトー

ションビームアクスルの場合，高速後面衝突時にロバスト

性を確保するのが難しくなる傾向がある。 

限られたクラッシュスペースでロバストに高速後突に対

応させるには，保護する領域とクラッシュさせてエネルギ

ー吸収する領域を分け，モードコントロールを行う必要が

ある。新型デミオではエネルギー吸収を行いつつ，ロバス

ト性を持った構造にするために，3か所にクラッシュビー

ドを設定し，リヤサイドレールを横に曲げるようにした。 

また曲げない部位は変形防止ビードを設定することで，

リヤサイドレールの変形を効果的にコントロールできる構

造とした（Fig. 21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 21 Bending Concept 

 

4.5 歩行者保護性能 

（1）脚部の保護 

ロアレッグサポータとバンパビームの前に設定したエネ

ルギーアブソービングフォームで同時に脚部を押すことで，

膝の靭帯の傷害の抑制に効果的な構造にした（Fig. 22）。 

（2）頭部の保護 

一体型のS字型カウルパネルを採用し，インパクト時に

このカウルパネルが上方から折りたたまれる挙動にコント

ロールすることで，頭部傷害の抑制に効果的な構造とした

（Fig. 22）。 

また効果的な補強を追加することでロードノイズ性能と

も両立させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 22 Pedestrian Protection 

 

4.6 操縦安定性 

車体の剛性感の開発に当たり，従来の静的剛性やローカ

ルスティフネスに代わる新たに二つの指標を設定した。 

（1）箱感 

実車の走行評価で，コーナリング時に路面からタイヤに

入る荷重の変化を時系列で測定した。その情報を元に，入
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力を模擬した CAE 評価を行い車体の変形を抑制するボデ

ーを作り上げた（Fig. 23）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 23 Body Stiffness Feeling 

 

新たな指標で検証した結果，リフトゲート開口部の変形

を抑制することが，箱感を大幅に向上させることが分かっ

た。そこで，トポロジ解析を用いて，どこに効率的なパス

があるか検証した結果，クロスメンバからリヤダンパマウ

ントを経由してリフトゲート開口につなぐ構造が，最も効

率的であることが判明した。よって，リヤダンパマウント

からつながる三又構造を採用した（Fig. 24）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 24 Improvement of Body Stiffness Feeling 

 

（2）減衰感 

振動領域については，実車のベンチテストにより，車

両として満足すべき特性を決めた。そしてCAEで求めた

振動レベルをモード分離して分析することにより，抑える

べき車体の振動モードを明らかにした。そして主要車体振

動モードを抑制することにより，乗員に伝達する振動レベ

ルを低減した。これらにより新たな開発指標を定義し，適

切な構造を決めた（Fig. 25）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 25 Body Damping Feeling 

                 

この考え方を適用しリヤシートバッグにダイナミック

ダンパ機能を持たせて車体の減衰性能を向上させた。シー

トバックをマス，固定ブラケットをバネとしてとらえ，シ

ートと車体の共振を回避するよう，シート固定ブラケット

の剛性を厳密に計算して決めた。車として必要なリヤシー

トを機能部品として最大限活用することで，軽量で高い性

能目標を達成した（Fig. 26）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 26 Improvement Body Damping Feel 

 

4.7 NVH性能の進化 

新型デミオ，CX-3では，入力に対して励起されにくい

ボデーを実現するというコンセプトで取り組んだ。低周波

数領域のロードノイズについては，サスペンション入力を

使いエネルギー分担が高い車体振動の主要モードを絞り込

んだ。 

これら主要モードの骨格変形量を減らすため，パネル形

状を最適化し，音響放射エネルギーを抑制した。この取り

組みで顕著なピークをもたない平坦なエネルギーフロー特

性を実現し，1kgの軽量化と5dBのロードノイズ低減を両

立した（Fig. 27）。高い周波数領域のロードノイズにつ

いては，音の侵入経路で集中的に音を吸収し，経路を遮断

する設計を採用した。リヤのエアーエキストラクタ付近に

吸音材を設定することで3dBのロードノイズ低減を実現し

た。 
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Fig. 27 Sound Pressure Level at a Driver’s Ear 

 

4.8 質量 

新型デミオは車両サイズが大きくなり各性能の大幅な向

上を図ったにもかかわらず，先代デミオ比で10.2kgの軽

量化を実現した。サイズや性能を同条件で合わせると，約

16%（35.6kg）の軽量化に相当する。これらの軽量化は

先に述べた新設計技術の適用により，成し遂げることがで

きた。 

結果，先代デミオもBest In Classレベルの軽量化を実

現していたが，新型デミオではBest In Classから更に

8%以上の軽量化を実現した。スチール製のボデーとして

トップクラスを実現した（Fig. 28）。CX-3も新型デミオ

同様にトップクラスの軽量化を実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 28 Top-Level Light Weight Body 

 

質量効率を表すLight Weight Indexは先代デミオから2

6%向上させ，新型デミオでクラストップの3.0を実現して

いる（Fig. 29）。CX-3では2.7を実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

新型デミオとCX-3の軽量ボデーシェル開発について報

告した。新プロセス・新技術の開発は設計部門単独で成し

遂げたものではなく，企画・デザイン・実研・他開発設

計・生産技術及び製造部門とONE MAZDAで活動するこ

とにより達成することができたと考える。今後もお客様に

共感していただけるよりよい商品を生み出していくため，

ONE MAZDAでSKYACTIV-BODY技術を進化させてい

く所存である。 
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Fig. 29 Achievement of High Weight Efficiency 
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